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平成 26 年 8 月 20 日に発生した広島豪雨土砂災害 

に対する緊急事業の進捗状況について 

緊急事業 ３月末までに１７基完了 
 

 

国土交通省では、平成２６年８月２０日に発生した広島豪雨土砂災害により、特に著し

い被害が生じた２４渓流において、一昨年災害時に崩れて渓流に残っている不安定な土砂

に対し安全性を確保する緊急事業（以下「緊急事業」）（※参考資料参照）として２５基

の砂防堰堤工事を進めています。 

 

また、緊急事業が完了した後は、平成２６年８月２０日のような土砂災害が再び発生

した場合にも安全を確保できるよう砂防堰堤の嵩上げや渓流保全工（水路工）などの施

設の整備（以下「砂防事業」）（※参考資料参照）を、引き続き重点的に進め、平成３

１年度までの完了を予定しています。  

 

緊急事業については、本年３月末現在の時点で、２５基の砂防堰堤のうち、１７基が完

了しました。残る８基の緊急事業については、本年の６月末までに完了するよう事業を進

めているところですが、そのうち３基については、用地境界が画定できない、あるいは土

質状況が悪く設計の見直しが必要となったなどの理由により、その完了が６月末以降にな

る見込みです。（※各渓流の完了状況については添付図を参照ください。） 

 

今後も、広島豪雨土砂災害対策の事業進捗については、逐次お知らせして参ります。 

 

なお、広島市が実施している８．２０豪雨災害被災地での避難準備情報等の暫定運用に

ついては、緊急事業の完了に伴い、順次終了する予定と聞いていることから、上記の事業

進捗を含め、引き続き、広島市と情報共有を密にして参ります。 
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平成26年８月豪雨 緊急事業進捗状況と予定（平成28年3月末） 
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本図は国土地理院ホームページの地図を加工しています 

梅林小学校           凡   例 

６月末以降に完了予定  ３基※ 

６月末までに完了予定  5基 

3月末までに完了    17基 

※ 1003渓流（緑井8丁目） 
   砂防堰堤の工事に必要な用地について確保できていない箇所   
    （砂防堰堤工事に着工できるまで間の対策として渓流に強靱   
     ワイヤーネットを追加で設置予定）、 
  1006渓流（八木3丁目） 1010隣1渓流（八木町） 
   掘削したところ土質状況が悪く追加の補強対策が必要な箇所 
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